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徳永 靖幸

　
私
鉄
総
連
は
7
月
12
日
・
13

日
、
新
潟
県
南
魚
沼
市
に
お
い
て

「
第
90
回
定
期
大
会
」
を
開
催
。
全

国
か
ら
約
８
０
０
名
が
結
集
し
、

２
０
２
３
年
度
の
運
動
方
針
な
ど

６
議
案
を
決
定
し
た
。

西
鉄
労
組
か
ら
は
、
古
賀
執
行

委
員
長
を
は
じ
め
８
名
が
出
席
。

初
日
は
私
鉄
総
連
組
織
内
「
も
り

や
た
か
し
」
参
議
院
議
員
、
準
組

織
内
議
員
「
つ
じ
も
と
清
美
」
参

議
院
議
員
が
挨
拶
を
お
こ
な
っ

た
。
も
り
や
議
員
は
「
私
た
ち
の

産
業
は
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は

な
い
が
、
こ
の
ピ
ン
チ
を
最
大
の

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
よ
う
と
思
っ
て

い
る
」と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

２
日
目
は
２
０
２
３
年
度
運
動

方
針
に
お
け
る
質
疑
応
答
が
お
こ

な
わ
れ
、
延
べ
36
名
が
発
言
。
総

連
執
行
部
の
答
弁
後
、
満
場
一
致

で
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。
最
後

は
木
村
執
行
委
員
長
の
「
団
結
が

ん
ば
ろ
う
」
で
締
め
く
く
っ
た
。

【
出
席
者
】

古
賀
委
員
長
、
本
間
副
委
員
長
、

松
本
書
記
長
、
渡
辺
組
織
部
長
、

徳
永
自
動
車
対
策
執
行
委
員
、
武

野
分
会
長
（
自
動
車
事
務
）、
信

國
分
会
長
（
筑
紫
乗
務
）、
黒
木

女
性
委
員
（
愛
宕
浜
）

23
秋
闘
の
進
め
方
で
イ
ン
タ
ー

バ
ル
制
度
の
導
入
と
あ
る
が
、
具

体
的
な
基
準
が
な
い
よ
う
に
思

う
。
鉄
道
の
職
場
に
お
け
る
泊
ま

り
勤
務
に
対
し
て
は
、
私
鉄
総
連

と
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
な
の
か

伺
い
た
い
。

長
時
間
労
働
の
是
正
、
命
と
健

康
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ

と
判
断
し
た
た
め
、
今
回
イ
ン

タ
ー
バ
ル
制
度
の
要
求
を
掲
げ

た
。
決
し
て
「
短
期
間
で
」
と
は

考
え
て
い
な
い
。
で
き
る
こ
と
か

ら
着
実
に
、
制
度
の
導
入
に
向
け

て
各
単
組
で
議
論
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
乗
務
職
場
で
も
同
じ

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
場

に
よ
っ
て
は
か
な
り
難
し
い
対
応

に
な
る
か
と
思
う
。
残
業
を
な
く

し
て
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
か
と

い
う
観
点
で
は
、
主
要
闘
争
で
勝

ち
取
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
る
。
賃
金
、
長
時
間
労
働
、
要

員
不
足
を
一
緒
に
改
善
で
き
れ
ば

よ
い
が
、
な
か
な
か
難
し
い
。
着

実
に
今
悪
い
方
向
へ
回
っ
て
い
る

歯
車
を
正
常
な
形
に
戻
し
た
い
と

思
う
。

連
合
が
発
行
し
て
い
る
構
成
組

織
地
方
連
合
会
で
み
る
女
性
の
労

働
組
合
の
参
画
に
関
す
る
報
告
書

を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、
私
鉄
総
連

か
ら
の
回
答
が
な
い
こ
と
が
多
く

あ
り
、
各
組
織
の
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
の
み
に
止
ま
っ
て
い
る
。

西
鉄
な
ど
、
連
合
地
方
連
合
会
へ

女
性
組
合
員
を
派
遣
し
て
い
る
単

組
も
あ
り
、
連
合
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
・
多
様
性
推
進
に
は
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
も
思
う

が
、
総
連
の
方
針
に
は
「
男
女
平

等
や
多
様
性
推
進
」
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
記
載
が
な

い
。
月
例
賃
金
が
低
い
若
年
層
や

女
性
の
離
職
防
止
、
ま
た
多
様
性

を
求
め
る
社
会
の
流
れ
の
中
で
は

今
後
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
考

え
て
い
る
が
、
総
連
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
。

今
回
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、

今
後
、
構
想
を
立
て
る
と
い
う
こ

と
も
検
討
し
、
少
し
ず
つ
前
に
進

め
て
い
き
た
い
。

総
連
は
関
連
事
業
対
策
委
員
会

で
、
鉄
軌
道
・
バ
ス
・
ハ
イ
タ
ク

以
外
で
働
く
組
合
員
の
課
題
共

有
や
意
見
交
換
を
目
的
と
し
て
、

２
０
２
１
年
９
月
に
業
種
別
連
絡

会
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

空
港
関
連
部
門
で
働
く
組
合
員
と

し
て
、
私
た
ち
の
職
場
に
も
目
を

向
け
た
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て

い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。

そ
の
う
え
で
、
現
在
ま
で
に
「
空

港
関
連
部
門
」「
サ
ー
ビ
ス
部
門
」

と
２
回
開
催
を
さ
れ
て
お
り
、
運

動
方
針
に
も
「
引
き
続
き
関
連
事

業
で
働
く
組
合
員
の
意
見
集
約
や

課
題
解
決
に
向
け
て
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
」
と
あ
る
が
、
開
催
を

経
て
集
約
し
た
課
題
な
ど
の
共

有
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。

せ
っ
か
く
の
開
催
な
の
で
、
そ
こ

で
出
た
課
題
や
意
見
の
内
容
、
そ

の
後
の
取
り
組
み
や
解
決
状
況
を

周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

課
題
解
決
に
向
け
て
は
な
か
な

か
進
ん
で
は
い
な
い
が
、
ま
ず
は

情
報
共
有
し
な
が
ら
、
関
係
産
別

と
連
携
を
し
て
い
く
。
毎
回
業
種

を
交
替
し
て
連
絡
会
を
開
催
し
、

関
連
事
業
で
働
く
方
々
か
ら
声
を

上
げ
て
い
た
だ
き
、
意
見
を
集
約

し
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

総
連
定
期
大
会
に
参
加
し
て

森屋参議、２期目
当選に向けて
意思統一

筑紫乗務分会
信國 晃平

今
回
初
め
て
の
私
鉄
総
連
定
期

大
会
参
加
で
し
た
が
、
ど
こ
の
単

組
も
要
員
不
足
、
離
職
と
い
っ
た

共
通
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
今

後
の
対
策
等
に
つ
い
て
貴
重
な
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
私
鉄
総
連
組
織
内
議
員
の

も
り
や
た
か
し
議
員
の
２
期
目
の

当
選
に
向
け
て
、
全
国
の
仲
間
と

意
思
統
一
が
で
き
た
大
会
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
職
場

に
持
ち
帰
り
今
後
の
活
動
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最重要課題
「要員不足」

自動車事務分会
武野 義亮

コ
ロ
ナ
感
染
の
確
認
か
ら
約
３

年
半
と
い
う
月
日
が
流
れ
、
４
年

ぶ
り
に
対
面
に
て
大
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
本
大
会
で
は
、
自
動

車
部
門
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
要

員
不
足
・
組
合
員
の
減
少
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
西
鉄
労
組
に
お
い
て

も
同
様
に
、
組
合
員
の
減
少
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
定
年
を

迎
え
る
組
合
員
が
増
加
し
た
こ
と

や
、
過
酷
な
労
働
条
件
を
理
由
と

し
た
離
職
の
増
加
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
労
働
生
産

年
齢
（
30
～
60
歳
）
に
お
け
る

大
型
二
種
免
許
保
有
者
も
半
減

し
、
新
規
採
用
者
数
も
十
分
な
数

が
確
保
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
拘
束
時
間
の
短
縮
・
平
準

化
や
、
さ
ら
な
る
休
息
時
間
の
確

保
に
加
え
、
人
財
確
保
に
資
す
る

賃
金
体
系
の
構
築
を
図
る
な
ど
待

遇
改
善
を
早
急
に
お
こ
な
う
こ
と

で
、
雇
用
の
確
保
に
繋
が
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
、
今
回
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も

あ
る
「
全
国
の
仲
間
の
『
絆
』
を

結
集
し
未
来
へ
繋
ぐ
私
鉄
産
別
運

動
」
の
下
、
強
い
意
志
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

兼業部門も
同じ私鉄の仲間
の思い強く

国物東日本
有永 良太

初
め
て
参
加
す
る
大
き
な
大
会

に
少
し
緊
張
を
覚
え
ま
し
た
。
各

労
組
ご
と
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
抱

え
て
い
る
問
題
点
や
課
題
は
共

通
す
る
点
が
多
く
、
特
に
自
動

車
部
門
や
物
流
業
に
関
係
す
る

２
０
２
４
年
問
題
に
関
す
る
取
り

組
み
、
質
疑
応
答
は
興
味
深
い
内

容
で
し
た
。
兼
業
部
門
に
従
事
す

る
立
場
か
ら
質
問
す
る
機
会
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
思
っ
た
と

同
時
に
、
私
た
ち
兼
業
部
門
も
同

じ
私
鉄
の
仲
間
で
あ
る
、
と
い
う

想
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
団
結
し

て
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
た

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

★
単
組
紙
の
部
：

　
「
西
鉄
組
合
新
聞
」
入
賞

☆
漫
画
の
部
：

　
「
嘘
で
し
ょ
」
佳
作

私
鉄
総
連
第
90
回
定
期
大
会

に
お
い
て「
定
期
大
会
教
宣
展
」

が
開
催
さ
れ
、
単
組
紙
の
部
で

「
西
鉄
組
合
新
聞
」
が
入
賞
、

漫
画
の
部
で
は
「
嘘
で
し
ょ
」

（
筑
紫
乗
務
分
会　

岩
井
勝
紀

さ
ん
）
が
佳
作
を
獲
得
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
作
品
は
大
会
会
場
で
閲
覧
で

き
、
足
を
止
め
て
見
入
る
作
品

も
多
く
掲
示
さ
れ
て
い
た
。

◎
教
宣
展
の
応
募
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
】

�

質
疑
応
答（
概
要
）

【
信
國
代
議
員
】

【
信
國
代
議
員
】

【
総
連
執
行
部
】

【
総
連
執
行
部
】

【
黒
木
代
議
員
】

【
黒
木
代
議
員
】

【
総
連
執
行
部
】

【
総
連
執
行
部
】

【
有
永
代
議
員
】

【
有
永
代
議
員
】

【
総
連
執
行
部
】

【
総
連
執
行
部
】

総
連
大
会
教
宣
展

「西鉄組合新聞」賞状
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2023年度運動方針（案）
職場オルグ始まる　第９中
私鉄総連、2023年度運動方針決定
第４回ユニオンスクール

分会トピックス
（国物中央・国物名阪・都市開発）

1面 2面

1面
2面

1面
2面

那珂川分会、家族会総会
４年ぶりの「私鉄山の祭典」

7
月
18
日
、
組
合
本
部
で
第
９

回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
中
央

委
員
・
特
別
中
央
委
員
ほ
か
55
名

が
出
席
、
報
告
事
項
66
件
、
承
認

事
項
４
件
、
審
議
事
項
１
件
、
す

べ
て
の
議
案
は
原
案
ど
お
り
に
満

場
一
致
で
決
定
し
た
。

説
明
事
項
で
は
「
西
鉄
労
組

2
0
2
3
年
度
運
動
方
針
（
案
）

並
び
に
予
算
（
案
）
に
関
す
る
件
」

を
提
起
。
全
部
門
、
各
職
場
に
お

い
て
24
日
よ
り
運
動
方
針
（
案
）

オ
ル
グ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は
「
か
べ
新

聞
第
９
号
」
参
照
（
分
会
掲
示

板
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄

労
組
掲
示
板
に
掲
載
）

２
０
２
３
年
度
運
動
方
針（
案
）提
起
職
場
オ
ル
グ
始
ま
る

２
０
２
３
年
度
運
動
方
針（
案
）提
起
職
場
オ
ル
グ
始
ま
る

2
0
2
3

2
0
2
3
年
度
運
動
方
針
決
定

年
度
運
動
方
針
決
定

私
鉄
総
連「
第
90
回
定
期
大
会
」

■
開
催
日
：
７
月
12
日（
水
）・
13
日（
木
）
■
場　
所
：
新
潟
県
南
魚
沼
市 会議風景会議風景

参加者全員による「団結がんばろう！」

第第
９９
回回  

中
央
委
員
会

中
央
委
員
会
■
開
催
日
：

■
開
催
日
：
77
月月
1818
日（
火
）

日（
火
）

■
場　
所
：
組
合
本
部

■
場　
所
：
組
合
本
部

2023年度運動方針（案）



那
珂
川
分
会
は
７
月
16
日
、

糸
島
市
の
初
音
旅
館
に
て
「
第

42
回
家
族
会
総
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
７
月
に
入
り
各
地
で

大
雨
が
続
い
て
お
り
、
当
日
も

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

無
事
快
晴
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
約
1
0
0
名
が
参

加
者
し
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ

禍
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
大

人
数
で
の
総
会
が
開
催
で
き
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
地
引
き
網
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
海
水
浴
、
ス
イ
カ

割
り
な
ど
思
い
思
い
の
時
間
を

過
ご
し
、
組
合
員
同
士
は
も
ち

ろ
ん
、家
族
ぐ
る
み
で
交
流
し
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
営
業
所
も
新

社
屋
へ
の
移
転
を
控
え
て
お

り
、
よ
り
一
層
団
結
を
深
め
る

意
味
で
も
、
と
て
も
有
意
義
な

家
族
会
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

【
教
宣
部
長　

 

富
山 

進
】

国
物
中
央
分
会
は
分
会
役
員
・
組

合
員
が
同
じ
建
物
内
だ
け
で
な
く
広

範
囲
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
な
か

な
か
一
同
に
集
ま
る
機
会
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
各
建
物
に
分
会
役
員
を
配

置
し
担
当
さ
せ
る
こ
と
で
、
組
合
員

の
声
を
確
実
に
執
行
部
に
届
け
る
、

ま
た
必
要
な
情
報
を
組
合
員
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
国
際
物
流
は
、
東
西
合
わ

せ
て
５
分
会
あ
り
ま
す
が
、
オ
ル
グ

で
は
５
分
会
合
同
で
開
催
し
た
り
、

西
の
２
分
会
・
東
の
３
分
会
に
分
け

て
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、
分
会
を

超
え
て
様
々
な
意
見
交
換
が
で
き
る

場
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
国
物
中
央

分
会
は
、
組
合
本
部
の
あ
る
福
岡
か

ら
は
離
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
一
致
団
結
し
活
動
を
盛

り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
！

�

【
教
宣
部
長　
宗 

洋
和
】

私
が
現
在
勤
務
す
る
関
西
空
港

出
張
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん

は
、
空
港
と
い
え
ば
国
内
線
や
国
際

線
の
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
関
西
空

港
出
張
所
は
、
関
西
空
港
島
内
の
国

際
貨
物
地
区
に
あ
り
、
所
定
の
用
紙

に
申
請
す
る
か
立
入
証
が
な
い
と
立

ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
が
厳
し
い
地
区
に
あ
り
ま
す
。

南
海
・
Ｊ
Ｒ
の
駅
よ
り
専
用
の
バ

ス
に
乗
り
５
分
程
度
で
事
務
所
の
あ

る
国
際
貨
物
地
区
に
到
着
し
ま
す
。

主
な
業
務
は
、
関
西
空
港
に
到
着
す

る
生
鮮
品
（
菊
の
切
花
、
ラ
ン
の

苗
、
牛
肉
な
ど
）
や
動
物
、
船
用
品
、

引
越
貨
物
の
輸
入
通
関
と
、
関
西
空

港
に
到
着
す
る
貨
物
の
書
類
の
処
理

な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

の
事
務
所
に
は
通
関
を
お
こ
な
う
ス

タ
ッ
フ
５
名
、
書
類
の
処
理
や
配
送

関
係
の
業
務
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ

が
６
名
お
り
、
日
々
協
力
し
て
業
務

を
遂
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
輸

出
入
貨
物
の
税
関
検
査
・
内
容
点

検
、
輸
入
貨
物
の
検
疫
所
の
検
査
や

食
品
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
立
会

な
ど
、業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

事
務
所
内
に
は
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
組
合
新
聞
や
私
鉄
新
聞
を
掲

示
し
て
お
り
、
組
合
の
情
報
発
信
も

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
組
合
の
役
員
（
教
宣
部
長
）

を
す
る
の
は
初
め
て
で
す
の
で
、
少

し
ず
つ
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
、
で

き
る
だ
け
行
事
ご
と
に
は
参
加
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

【
教
宣
部
長　
伊
村
貴
宏
】

様
々
な
業
務
・
勤
務
形
態
、

様
々
な
業
務
・
勤
務
形
態
、

各
職
場
の
連
携
づ
く
り

各
職
場
の
連
携
づ
く
り

都
市
開
発
分
会

都
市
開
発
は
業
務
が
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
勤
務
先
も
本
社
、
各

館
５
つ
の
運
営
室
と
点
在
し
て
い
る

上
、
勤
務
形
態
も
シ
フ
ト
勤
務
な
ど

各
職
場
に
よ
っ
て
様
々
な
た
め
、
組

合
活
動
の
周
知
を
統
一
的
に
お
こ
な

う
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

そ
の
中
で
も
、
各
館
・
各
部
に
分

会
役
員
を
配
置
し
、
そ
の
分
会
役
員

を
筆
頭
に
各
職
場
の
声
を
拾
い
上
げ

た
り
、
配
布
資
料
を
手
渡
し
し
た

り
、
組
合
活
動
の
勉
強
会
を
開
催
し

た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
体
制
を
つ
く
っ
て
お
り
、
連
携
を

取
り
や
す
く
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、

分
会
役
員
を
中
心
に
組
合
活
動
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

�

【
教
宣
部
長  

副
田 

光
】

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
で

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
で

組
合
活
動
円
滑
に

組
合
活
動
円
滑
に

国
物
中
央
分
会

国
際
貨
物
、関
西
空
港

国
際
貨
物
、関
西
空
港

出
張
を
ご
紹
介

出
張
を
ご
紹
介

国
物
名
阪
分
会

組合本部 8月スケジュール
◆	４	日（金）…事務局会議
◆	８	日（火）…医療共済幹事会
◆ 17日（木）…執行委員会
◆ 24日（木）…中央委員会
◆ 25日（金）…医療共済幹事会
※急遽変更となる場合があります。

　
７
月
18
日
、
組
合
本
部
で

「
第
４
回
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
、
中
央
委
員
・
特
別

中
央
委
員
ほ
か
55
名
が
参
加
し

た
。今

回
は
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講

座
」
と
題
し
、
西
鉄
人
事
サ
ー

ビ
ス
事
務
事
業
部
長　

米
田
幸

司
氏
よ
り
、
年
金
制
度
・
健
康

保
険
・
税
金
関
係
・
退
職
金
制

度
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
た
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
支
え
る
基

本
的
な
プ
ラ
ン
は
、
仕
事
や
趣

味
な
ど
の
生
き
が
い
で
あ
る

「
心
の
プ
ラ
ン
」、
心
と
体
の
健

康
管
理
で
あ
る
「
健
康
プ
ラ

ン
」、
家
計
経
済
で
あ
る
「
お

金
の
プ
ラ
ン
」
の
３
つ
に
分
け

ら
れ
、
あ
ふ
れ
る
情
報
を
整
理

し
つ
つ
バ
ラ
ン
ス
よ
く
自
分
の

状
況
を
踏
ま
え
た
プ
ラ
ン
を
つ

く
り
、「
い
か
に
充
実
し
た
生

活
を
送
る
か
」
と
い
っ
た
よ
う

な
、
生
き
が
い
を
感
じ
て
過
ご

す
こ
と
の
重
要
性
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
今
回
の

講
座
内
容
を
組
合
員
の
皆
さ
ん

と
共
有
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
声
が
あ
が
っ
た
。

　
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
私
鉄

山
の
祭
典
に
は
、全
国
か
ら
10
地
連
77

単
組
2
0
9
名
の
青
年
女
性
が
結
集
し
、

西
鉄
労
組
か
ら
は
６
名
が
参
加
し
た
。

開
会
式
で
は
受
入
れ
地
連
で
あ
る

中
部
地
連
、
名
鉄
労
組
の
本
多
孝
安

さ
ん
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、

「
写
真
で
み
る
山
の
祭
典
」
で
過
去
の

山
の
祭
典
を
振
り
返
っ
た
。

翌
日
は
、
戦
争
と
平
和
の
資
料
館

「
ピ
ー
ス
あ
い
ち
」
の
竹
内
宏
一
氏

よ
り
、「
過
去
の
戦
争
と
現
在
の
戦

争
か
ら
学
ぶ
こ
と
」
と
題
し
て
講
演

を
受
け
た
後
、
班
に
分
か
れ
て
「
み

ん
な
で
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
分
散
会
を

お
こ
な
っ
た
。
全
国
の
仲
間
と
平
和

に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
重
要
性
を
学

び
、
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
野

外
炊
飯
で
交
流
を
深
め
た
。

最
終
日
に
は
、
私
鉄
総
連
青
年
女

性
協
議
会 

小
松
俊
裕
議
長
よ
り「
労

働
組
合
と
政
治
活
動
」
と
題
し
た
講

演
を
受
け
た
後
、
閉
会
集
会
に
て
分

散
会
報
告
を
お
こ
な
い
、
伊
藤
事
務

局
長
の
祭
典
総
括
が
あ
り
、
山
の
祭

典
は
閉
会
し
た
。

�

【
青
女
協
事
務
局
長 

柴
田
浩
平
】

私
鉄
山
の
祭
典
に
参
加
し
て

私
鉄
山
の
祭
典
に
参
加
し
、
戦
争

は
な
に
よ
り
も
壊
滅
的
で
無
益
で
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
愛
知
県
の

空
襲
と
そ
の
実
態
な
ど
過
去
の
戦
争

を
振
り
返
り
、
そ
し
て
現
在
の
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
で
は
、
多
く

の
犠
牲
を
払
い
、
政
治
的
・
経
済
的
・

社
会
的
な
損
失
を
被
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
国
際

社
会
で
相
手
を
尊
重
し
、
共
に
協
力

し
て
平
和
を
築
く
必
要
が
あ
る
と
改

め
て
感
じ
る
と
と
も
に
、
戦
争
を
防

ぐ
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

は
、
平
和
運
動
の
取
り
組
み
を
強
化

す
る
こ
と
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
野
外
炊
飯
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
通
じ
て
全

国
の
仲
間
と
友
情
が
深
ま
り
、
団
結

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、

「
私
鉄
山
の
祭
典
」
を
次
世
代
に
繋

げ
て
い
く
た
め
に
も
、
平
和
運
動
の

取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

私
は
今
回
、
私
鉄
山
の
祭
典
に
初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
は
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
他
の
参
加

者
と
交
流
を
深
め
、
団
結
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
２
日
目
の
野
外
炊

飯
で
は
、
班
員
全
員
で
担
当
を
振
り

分
け
な
が
ら
協
力
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間

の
３
日
間
で
し
た
が
、
全
国
の
私
鉄

の
仲
間
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
と
て

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
職
場
の
仲
間
に
も
、

こ
の
経
験
を
伝
え
て
次
世
代
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

平和運動
取り組み強化の
必要性、再認識

福岡高速分会
原部 英治

あっという間の
３日間、

意義ある体験に

エンジニアリング分会
木原 賢輔

私
鉄
総
連

私
鉄
総
連  「「
第第
2424
回回  

私
鉄
山
の
祭
典

私
鉄
山
の
祭
典
」」
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■
開
催
日
：
７
月

■
開
催
日
：
７
月
1919
日（
水
）〜

日（
水
）〜
2121
日（
金
）　
■
場
所
：
愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町

日（
金
）　
■
場
所
：
愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
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那珂川分会「那珂川分会「家族会総会家族会総会」」

第第44回回ユニオンスクールユニオンスクール
■開催日：7月18日（火）　■場　所：組合本部■開催日：7月18日（火）　■場　所：組合本部

「
嘘
で
し
ょ
！
」

総
連
大
会
教
宣
展 

佳
作
作
品

M
A

N
G

A
 TIM

ES

生
き
が
い
を
大
切
に
し
た

生
き
が
い
を
大
切
に
し
た

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
学
習

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
学
習

分
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

筑
紫
乗
務
分
会
　
岩
井
勝
紀
さ
ん

「「  

漫
画
タ
イ
ム
ス

漫
画
タ
イ
ム
ス
」」

※
他
、
教
宣
展
応
募
作
品
は
、
本
紙
面

次
号
以
降
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

7月27日（木）、執行部による現地視察を兼ね7月27日（木）、執行部による現地視察を兼ね
てボランティア災害活動を行い、8月においてもてボランティア災害活動を行い、8月においても
組合員によるボランティア参加者を要請し、引き組合員によるボランティア参加者を要請し、引き
続き活動を行います。続き活動を行います。

「令和5年7月「令和5年7月
大雨による災害への対応」大雨による災害への対応」

４
年
ぶ
り
の
開
催

４
年
ぶ
り
の
開
催

全
国
か
ら
多
く
の
青
年
女
性
が
結
集

全
国
か
ら
多
く
の
青
年
女
性
が
結
集

海水浴やBBQも。  家族ぐるみで交流、親睦深める海水浴やBBQも。  家族ぐるみで交流、親睦深める

浜辺でのスイカ割り

バーベキュー風景

西鉄人事サービス 西鉄人事サービス 
米田幸司事務事業部長米田幸司事務事業部長


